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研究成果の概要（和文）：原始的な植物であるソテツやヤシ，モクレン類の訪花性甲虫相につい

て初の網羅的調査を行い，各植物群の有用送粉者を以下の通り明らかにした．ソテツの送粉者

には旧世界熱帯ではゾウムシ科のアナアキゾウムシ類が新世界熱帯ではアケボノゾウムシ科の

シュロゾウモドキ類がそれぞれ寄与している．ヤシ類については，熱帯アジアではゾウムシ科

のデオゾウムシ類が，その他の地域ではシュロゾウムシ類が，モクレン類については，熱帯ア

ジアを含む北半球ではゾウムシ科のアシブトゾウムシ類が，南半球ではハモグリゾウムシ類が

有用送粉者として機能していると考えられた．今回明らかになった送粉者の大半が未記載種（新

種）や未記載属の分類群で，ココヤシやサトウヤシなどの有用植物ですら，いかに送粉者の探

索が遅れていて，その存在が認知されていなかったかが明らかとなった． 
 
研究成果の概要（英文）：Flower-visiting beetles of primitive plants such as cycads, palms and 
magnollids were surveyed extensively for the first time, and their useful pollinators were 
elucidated as follows. Curculionid (Molytinae) and belid (Oxycoryninae) weevils are useful 
pollinators for cycads in the Old and New World tropics, respectively. Acalyptine and 
Derelomine curculionid weevils are for palms in the tropical Asia and other parts of the 
world, respectively. Ochyromerine and Ellescine curculionid weevils are for magnollids in 
Northern Hemisphere including tropical Asia and Southern Hemisphere, respectively. The 
fact that most of them were undescribed species or representing new genera indicates how 
they have been unexplored and unrecognized their existence for long in spite of the useful 
plants such as coconut and sugar palms.  
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１．研究開始当初の背景 
原始的な植物の送粉に，系統的起源が古い甲
虫類が関与していることが少なくないが，小
形で隠蔽的な種が多いことから，その実態は
ほとんど解明されていなかった． 
 原始的な系統の植物には，絶滅の危機に瀕
している種も少なくなく，送粉者の探索は植
物の系統保存のためにも重要な課題と考え
られ本研究を計画した． 
 
２．研究の目的 
（１）ソテツやヤシ，モクレン類などの原始
的な植物を対象に，訪花性甲虫相の解明を目
指す． 
（２）訪花性甲虫の中でもハムシやゾウムシ
類は特定の植物との関係が密接で，有効な送
粉者が多いと考えられることから，これらの
分類群を中心に寄主植物と甲虫相の関係を
解明するとともに，有用送粉者の探索を行う． 
  
３． 研究の方法 
（１）野外調査による訪花性甲虫相の探索や
生態観察． 
 ヤシ類やモクレン類植物の多様性が高い，
熱帯アジアを中心に野外調査を行い，植物種
ごとの訪花性甲虫相の解明を目指した． 
 原始的な植物が多く残っていると言われ
ている南半球のニューカレドニアにおいて
も野外調査を行った． 
 一定期間の野外調査では資料収集に限界
があるため，他機関の調査で得られた資料の
検討もあわせて行った．とくに，京都大学が
長年ボルネオを中心とした熱帯アジアで行
ってきた植物ごとの訪花性昆虫相調査でも
たらされた標本は，信頼できる訪花植物デー
タのついた標本群で，有効活用した． 
 
（２）形態分類 
 上記調査でもたらされた標本群を詳細な
比較形態学的研究により分類し，各植物種あ
るいは種群ごとの訪花性甲虫相を明らかに
した．ヤシ類やモクレン類から得られた訪花
性甲虫の大半が未記載種（新種）や未記載属
（新属）であったので，その都度分類学的所
属を検討し，既知属や種との識別点を明確に
し，学術雑誌に公表した． 
 
（３）寄主利用の進化 
北半球，南半球，旧世界，新世界熱帯など地
域ごとの訪花性甲虫相を比較し，原始的な植
物を利用する訪花性甲虫の寄主利用の進化
について考察した． 
 
４．研究成果 
（１）原始的な植物の訪花性甲虫相と有用送
粉者 
 有用樹種の多いヤシ類の花粉媒介にはゾ

ウムシ科，アケボノゾウムシ科，ケシキスイ
科，ムクゲキスイ科など多様な甲虫類が関与
していることを明らかにした．なかでも寄主
特異性が高い，ゾウムシ科のデオゾウムシ類
が重要な送粉者として機能していると考え
られた．また，それらがココヤシやサトウヤ
シ，サラックなどの有用ヤシ類の送粉者とな
っていることも明らかにした． 
 中南米やアフリカ地域ではヤシ類の花粉
媒介にシュロゾウムシ類が関与することが
知られており，熱帯アジアとは分類群構成が
異なることが明らかとなった． 
 原始的な被子植物の一員であるモクレン
類のうち，北半球の温帯を中心に分布するシ
キミ科やモクレン科，熱帯アジアに多いバン
レイシ科やニクヅク科などのモクレン類の
送粉にはゾウムシ科のアシブトゾウムシ類
が大きく寄与していることを突き止めた． 
 一方，南半球の温帯域を中心に分布するシ
キミモドキ科やデゲネリア科の花にはハモ
グリゾウムシ類が集まり，同じモクレン類で
も北半球とは送粉に寄与する分類群に相違
が見られることが明らかとなった． 
 絶滅の危機に瀕している種が少なくない
ソテツ類に関しては，今回の調査で花の時期
が合わず訪花性甲虫のサンプリングができ
なかったが，海外研究協力者からの情報によ
り新世界熱帯ではアケボノゾウムシ科が旧
世界熱帯ではゾウムシ科のアナアキゾウム
シ類が花粉媒介に関与することが明らかと
なった． 
 上述の訪花性甲虫の大半が新種や新属で，
これまで我々の知らないところで，これら目
立たない訪花性甲虫の恩恵を受けていたこ
とが明らかとなった．今後もこの恩恵を受け
続けるためには，植物だけでなく多様な訪花
性甲虫相もセットで保全をして行く必要が
ある． 
 
（２）原始的な植物における訪花性甲虫の寄
主利用の進化 
 汎熱帯分布をするヤシ類やソテツ類の訪
花性甲虫相は，アジア，新熱帯，アフリカと
地域ごとに構成分類群に違いが見られた．  
 北半球と南半球の温帯域を中心に隔離分
布するモクレン類についても，両地域間で訪
花性甲虫の分類群が異なっていた．以上のよ
うなことから原始的な植物群の訪花性甲虫
相が地域ごとに独自に進化した可能性が高
いことが示唆された． 
 ソテツ類は今回調査したなかでもっとも
起源の古い植物で，その有用送粉者がゾウム
シ類と考えられた．ソテツの起源はゾウムシ
類の起源よりはるかに古く，ゾウムシ類のソ
テツへの適応は二次的に起こった可能性が
高い．今回の研究で，ソテツと系統的には全
く異なるが，外見の良く似たヤシ類にソテツ



寄生するゾウムシの近縁群が寄生すること
が明らかとなった．このことから，ソテツへ
の適応はヤシ類を利用する分類群から生じ
た可能性が高いと考えられた． 
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